
令和２年度 第２回 沖野⽼⼈福祉センター 管理運営委員会 記録 
⽇時︓令和２年１１月５⽇ (木) １３︓３０〜１４︓３０ 

場所︓機能回復訓練室 

参加委員︓安部幸⼦、阿部孝⼦、阿部良平、⽯森新治、太⽥紀⼦、⼩笠原しげ⼦、木村幸⼦、渋谷澄人 

清野章三、髙橋勝男、丹野春江、寺嶋幹也、畑山三枝⼦     （敬称略、五⼗⾳順） 

センター出席︓植木館⻑、本⽥（司会）、五⼗嵐（記録） 

 

１） 館⻑挨拶  

皆さんこんにちは、お忙しいところお集まりいただきまして、ありがとうございます。 

     ３月からの臨時休館を経まして、６月に再開しましてから１１月で６か月経過しました。今年は例年以

上に、「早いなー」と感じています。新年度、本来であれば４月にスタートするところが、４月と５月と、

まる２か月間、休館で６月からのスタートでしたので、そういったところもありますが、それ以外にも 

センターの運営の仕方・趣味の教室のあり方とか、度々変更がありました。 

７月から趣味の教室のほうも再開していますが、一旦始まった「⺠謡教室」や「詩吟教室」、サークルで

すと「カラオケ」などが、全国的にカラオケ店でのクラスターの発生などの影響を受けまして、一旦始ま

ったものも休⽌という形になっておりまして、本当に利⽤者の皆様には、ご迷惑をおかけしておりますが

我々もいろいろと試⾏錯誤をしながら運営の仕方を⼯夫しつつ、おこなっているというところでございま

す。       

そういった状況もありまして例年以上に「１⽇１⽇の過ぎるのが早いな」と実感していますし。あと今

年も残すところ２か月と本当に⽇にちの過ぎるのが早いのに驚いています。 

今⽇は、新年度始まってから今回が２回目で、開始してその後の運営状況とか、最初にお集まりいただ

いた時とまた変更となった施設の利⽤ルールとかのご説明もさせていただく予定となっております。 

それと仙台市の方からは、「これから先に関してはどうなんだ」というところに関して、まだ具体的な 

話しが、全く出ていないので、もしかしたら皆さんのご質問に、今⽇この場でうまくお答えできかねると

ころもあると思いますが、「現状は、こうなっています」というところのお話しをさせていただければと思

います。 

 

２）議題 

 ①前回の議題に関しまして 

① －１．新規委員の方々へ委嘱状を交付いたしました。（実施報告） 

⇒第１回管理運営委員会（７月２１⽇実施）におきまして、新規入会申し出がありました 渋谷澄人氏及び 

阿部孝⼦氏両名の入会につきまして、管理運営委員の皆様から承認をいただきました。これにより、翌々⽇ 

 新規管理運営委員の委嘱状を両名に交付いたしております。（五⼗嵐） 

 

① －２. センター入口の境目に白いテープを貼りました。（実施報告） 

⇒⽯森委員よりセンター来館時に玄関で、靴を脱ぐ場所と床（フロアーカーペット）との境目が分かりずら

い、とのご指摘と何か境目に印となるものを付けていただきたい、との要望がありました。その後、靴を



脱ぐ場所と床との境目に目⽴ちやすい白⾊のガムテープをライン状に貼りました。後⽇、⽯森委員に改善

箇所を確認していただき、「判りやすくなりました」と了解を頂いております。（五⼗嵐） 

 

① －３．ホームページの検索方法、その他について（実施報告及び途中経過） 

⇒寺嶋委員より沖野⽼人福祉センターのパソコン検索が直接できない、とのご意⾒があったため、センター

の方でいろいろ検索してみました。（資料参照） 

 沖野⽼人福祉センターをパソコンやスマートホーンなどで検索するときの検索語句の例について 

① 「沖野⽼人福祉センター」②「仙台市沖野⽼人福祉センター」③「沖野⽼人福祉センターからのお知

らせ」④「沖野福祉センター」、「沖野⽼人センター」などと入⼒し検索してみたところ、いずれの場

合もパソコンの場合、一番上に挙がってくるのはセンターの概要を表す「仙台市沖野⽼人福祉センタ

ー」になるようです。 

 現状ではパソコンの⻘く表⽰された部分（資料参照）「沖野⽼人福祉センター」をクリックしていただき

ますと、「沖野⽼人福祉センターからのお知らせ」（資料裏⾯）に直接いくようになります。これが今のと

ころ「沖野⽼人福祉センターからのお知らせ」に直接いく形となります。いろいろ語句を検索してみまし

たが、どうしても一番上にくるのが「仙台市沖野⽼人福祉センター」という語句に現状ではなっているよ

うです。私の方でも、どうしたら「沖野⽼人福祉センター」が一番上にくるかを調べてみましたが、専門

⽤語が多くて、何をどうしたらよいのかが、まだ解り兼ねる状況ですので、もう少しお時間を頂ければと

思います。 

 現状では上から２番目（資料の⻘い部分）をクリックしていただければというところまでであります。 

（本⽥） 

 今できるだけで、一番早くご覧いただけるページに辿り着けるのが、この方法ということになります。 

こちらの方をご参考にホームページをご覧いただければと思います。（館⻑） 

 

② 沖野地区市⺠活動発表会（１０月２９⽇〜１１月３⽇）※実施報告 

⇒１０月２９⽇から１１月３⽇まで、沖野地区活動発表会がおこなわれましたので、報告をさせていただき

ます。 

 参加いただきました「桂書道会」「パソコン学習会」の方々より、ご報告をお願いします。（本⽥） 

・「桂書道会」︓生徒さんたちからは、参加できたことに良かったとの声が聞かれました。自分たちがすす

んで参加させていただいたため、勇気は必要だったが、こういう機会に出展することが良いということが

分かり、これからの励みになるということで、良かったと思います。（太⽥委員） 

９月頃からサークルに入った方が２名いますが、その方々が先生に励まされ作品を出すことができて 

とても喜んでおりました。（太⽥委員） 

・「パソコン学習会」︓コロナ禍の中でしたが、⾒学においでになったお客の皆さんは、マスクをして群れ

になることなく、距離を取りながら⾒ていただいたのが嬉しかったです。また「⽼人福祉センターの方で

は、パソコンの教室もやっているんですか︖」とびっくりされているお客様もおり、「ぜひ⽼人福祉セン

ターへ⾒学にいらしてください」と声がけをしました。（丹野委員） 

  ⇒「沖野地区市⺠活動発表会」開催要項にもありますが、コミュニティづくりと地域の活性化を図ることが 

 



一番の開催目的となりますが、発表の場を提供できたことは、非常に有意義だったと思っています。 

（本⽥） 

 

③ 次年度の運営委員公募を開始しました。（進捗状況） 

⇒１１月１⽇から一般の公募が始まっています。（資料参照） 

 フロチャートに沿って、「①現職委員の皆様」 「②一般公募 １１月１⽇から１２月３１⽇まで」  

「③令和３年度趣味の教室受講生の方々」となっております。 

   令和３年１月１１⽇まで、再任か退任されるかを「再任・退任届」の⽤紙に記載していただき、事務室 

までご提出していただきますようお願いいたします。 

「再任届」を提出していただいた方は、令和３年４月１⽇付で再任となります。 

「退任届」を提出していただいた方は、任期満了に伴いまして令和３年３月３１⽇付で退任となります。 

来年度の趣味の教室の受講生の方々で、参加希望の意思表⽰をされた方は、令和３年度第１回目の管理 

運営委員会にて委嘱状交付をおこないます。 

以上の流れとなっております。（本⽥） 

  ・来年の任期は、１年間ですね。（太⽥委員） 

  ⇒そうです。（本⽥） 

 

３）その他 

  ①利⽤ルールの改定について 

  ⇒仙台市の⽼人福祉センターの対応について（資料参照） 

   これまでと大きくは変わってはいませんが９月１⽇付で、認められない活動として「大きな声を発するこ

とを伴ったり、マスクを着⽤しないもの」に該当する教室・サークルの活動が９月１⽇より認められなく

なっています。 

沖野⽼人福祉センターでは「詩吟教室」、「⺠謡教室」とカラオケのサークルの活動ができなくなっており

ます。 

活動休⽌中の再開の⾒通しその他、大広間や図書コーナーの利⽤再開などにつきましては、次回２月の委

員会で状況が変わっていれば、お伝えできると思っています。（本⽥） 

 

② 編物教室（２）講師退任に伴う新講師就任について 

⇒編物教室（２）の講師を務めていただいておりました藤⽥壽美江先生が一身上の都合によりまして、７月

いっぱいで退任されました。 

代わりの講師として編物（１）の講師を務めていただいております佐藤秀⼦先生に、９月より講師を務め

ていただいておりますことをご報告いたします。（本⽥） 

 

③ 沖野市⺠センターとの境界線について（資料参照） 

⇒先⽇、市⺠センターの⻲⽥館⻑とお話し合いをさせていただき、資料の中の点線で⽰す箇所（バスケット

コートゴール中央から⻄側住宅地との通路中央まで点線で表⽰した部分）から左側が⽼人福祉センター、右

側が市⺠センターの敷地ということを確認しました。（本⽥） 



 ・バスケットコートを境に左右ということは、南側と北側ということになりますよね。園庭の中央からこちら

側であれば⾞を停めてもいいということですか︖（阿部良平委員） 

 ・駐⾞場につきましては、原則、⽼福センター南側に停めていただき、玄関前は「ゆずりあい駐⾞場」として 

確保しています。（本⽥） 

 ・「ゆずりあい駐⾞場」に⾞が⽌まっているのを⾒たことがないし、ニーズがないように⾒られますが。 

（阿部良平委員） 

 ・「ゆずりあい駐⾞場」につきましては、仙台市より確保するよう、指⽰を受けております。（本⽥） 

 ・園庭内の駐⾞等の使⽤等については、児童が入るため使⽤は不可とし、やむを得ない場合は事前に市⺠セン 

  ターに使⽤の申し出をおこないますので、これまでと変わりない形で進めようと思っております。（本⽥） 

 ・そうなると、⽼福センター側園庭の草取りをおこなうようになると思います。（寺嶋委員） 

 ・資料に記載されているバスケットコートは、円形ではなく四角になっており、バスケットコートは道路側に 

あると思います。（阿部良平委員） 

 ⇒以前、市⺠センターと⽼福センター間に現在は、アスファルトのＵ字型通路がありますが、以前は木道があ

りました。 

⽼朽化が⾒られ、当時の市⺠センター館⻑の計らいにより、⽼福センターの玄関前まで市⺠センター側の予

算で⼯事をしていただいた、そういった経緯がありました。（本⽥） 

※（⽼福センター玄関前部分から北側のバスケットコートや遊具のある部分は、現在も市⺠センターが管理 

  している。） 

 ・どこまでが⽼福センターの敷地なのか、配布資料だけではわかりずらいので、実際に園庭に⾏き、確認しま 

しょう。（清野委員） 

 ⇒参加した委員の方々・職員とでセンター玄関前園庭に出向き、市⺠センターとの境界線について、配布資料 

を基に確認をしました。（五⼗嵐） 

 ・以前、⽼福センター利⽤者の⾞が市⺠センターの園庭に⾶び込む事故があり、⽼福センターは園庭を使⽤し

ないとした、「当時の市⺠センター館⻑と⽼福センター館⻑との取り決め」があったはずだ。（寺嶋委員） 

 ⇒「当時の市⺠センター館⻑と⽼福センター館⻑との取り決め」については、植木館⻑に報告し、次回の委員

会で報告するということにいたします。（本⽥） 

 

４）委員の皆様からの議題 

 ・南側駐⾞場において、ほかに駐⾞している⾞がないのにもかかわらず、駐⾞場の入り口をふさぐ形で駐⾞し

ている⾞が、いつも１台あります。他の利⽤者の⾞の出入りに迷惑となっています。危険でもあるため指定

された白線内にルールを守って駐⾞するよう、その運転者に注意をしてください。（畑山委員） 

 ⇒迷惑駐⾞を繰り返しているその方へは、駐⾞場の出入り口をふさぐようなことをせず、指定した白線内へ⾞

を停めるよう、早急に注意を促します。（五⼗嵐） 

 

 ・マスクを忘れ、自宅へ取りに戻ったため本⽇は、この委員会に遅刻してしまいました。 

自分自身の自覚不⾜もあるが、⽼人福祉センターでマスクを販売することなどは考えてもらえませんか︖ 

（⽯森委員） 

 ⇒「⽼人福祉センターの対応について」（資料参照） 



 ・「マスクをご持参いただき、来館時には、マスクの着⽤をお願いいたします。マスクを着⽤しない場合は 

咳エチケット（ハンカチ等の使⽤等）を⾏ってください」と記載されております。これは、お願いであり 

まして、義務化ではございません。マスクを持参しない場合は、咳エチケットを⾏ってください。 

尚、センターでのマスクの販売は、難しいと思います。（本⽥） 

 ・自覚の問題でもありますが、そのほかとしてハンカチを口にあてる方法などもあると思います。 

（阿部良平委員） 

 ・入浴をしている友人から、管理運営委員会で提案して頂きたいと、お願いされた件をお伝えします。 

入浴中時間が４０分以内とされているため、制限時間が気になり洗い場において、脱衣場の時計が気になり

度々⼾を開けて時間を確認しています。 

ぜひ浴室にも時計を設置していただきたい、との申し出がありました。（安部幸⼦委員） 

 

５）閉会 管理運営委員会 委員⻑挨拶（阿部良平委員⻑） 

 ・前回の管理運営委員会開催⽇の７月２１⽇時点では、宮城県内の新型コロナウイルス感染者は、４６名だっ

たと思いますが、現在７００名を超しています。ここにきて北海道では再び感染者が急増してきています。    

これは寒さが影響しているそうです。これに加えてインフルエンザ流⾏も出てきます。 

宮城県も寒い地域でありますので、皆さん、お身体に気を付けて、コロナにも負けないで過ごしていただ

きたいと思います。皆さん今⽇は、大変ご苦労様でした。 

 

６）終了 

 

 

        次回 令和２年度 第３回管理運営委員会 

        開催⽇予定︓令和３年２月中旬〜３月上旬 

         （※主催は追ってご連絡いたします） 

 

        議題 

         ・次年度管理運営委員について 

         ・今年度の総括 

         ・次年度の活動に向けて 

         ・その他 

 

 

 

 


